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１．はじめに

既設基礎を補強，増設して新設基礎を建設する際

には，接着系あと施工アンカー鉄筋による定着を利

用して新設基礎と既設基礎を接合する方法が考えら

れる．本研究は，新設基礎と既設基礎の接合に用い

るあと施工アンカーの引き抜き試験を行い，定着耐

力を算出する際の付着強度を検討するものである．

あと施工アンカー定着のグラウト材には長期的安

定性に優れる無機系の無収縮モルタルを用いた．無

収縮モルタルの性質を表１に示す．本グラウト材は

プレミックスタイプであり，練りまぜ水の計量管理

に重点がおかれる．図２に本グラウト材の水セメン

ト比と圧縮強度の関係を示す．後述の引き抜き試験

は材令 7 日に行ったものであり，長期強度であれば

本試験結果よりも大きな定着耐力が期待できる．

アンカーの削孔はダイヤモンドコアボーリングを

行うが孔表面が滑らかで付着耐力が低い１）ことから，

孔表面を目荒し処理して凹凸を施し付着強度を高め

た１）．目荒し処理の概要と施工手順を図３に示す．

２．試験体の概要

試験体の概要を図４および表２に示す．定着長さ

は，補強鉄筋 D19の 10倍（190mm）とし，アンカー

筋の形式は異形鉄筋に定着部を設けた T ヘッドバー

と，ナット，ワッシャーにより

定着部を設けたゲビンデスタ

ッブの 2種類とした．グラウト

材は標準仕様の W/C=37%（気

温 5度下）と品質低下を模擬し

た W/C=50%とした．アンカー

の施工傾斜角の限界基準値２）

である傾斜角 6°で施工され

た場合について検討を加えた．
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３．実験結果

載荷は，50tfセンターホールジャッ

キを用いて鉄筋に引張力を加えて行

った．このとき，鉄筋の抜け出し変

位を変位計により測定した．実験結

果を表２に，各試験体の引張荷重と

抜け出し変位の関係を図５に示す．

アンカー筋に T ヘッドバーを用いた

試験体は鉄筋破断により終局を迎え

たが，アンカー筋にゲビンデスタッブを用いた試験体はコンクリートとグラウト材の間の付着切れによる定着

破壊（付着破壊）により終局を迎えた．G50Vでは比較的抜け出し変位が過大であるが，他の試験体ではアン

カー筋降伏時の抜け出し変位が 1mm程度という良好な剛性が得られた．また，T37Vと T37Dの終局耐力，引

張荷重と抜け出し変位の関係には大きな差が見られず,6°程度の施工誤差は耐荷性状に影響がないことがわ

かった．

グラウト材の圧縮強度と，各試験体の最大耐力を付

着破壊面の面積で除して得た平均付着強度の関係を

図６に示す．比較のため土木学会標準示方書設計編２）

による付着強度（fbo=0.28fc’
2/3）の計算値も同図に示す．

また，実験結果においても付着強度はグラウト強度の

2/3 乗に比例すると仮定すると，本アンカーの付着強

度式 fbo=0.76fc’
2/3 が得られる．図６によると，実験値

は同式とよく対応していて，付着強度はグラウト強度

の 2/3乗と強い相関関係にあると考えられる．

４．まとめ

定着材に無収縮モルタルを用いてアンカー孔表面

に目荒し処理を施したあと施工アンカーは高い定着

耐力を有していて, 付着強度はグラウト強度の 2/3 乗

と強い相関関係にあると考えられる．
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表表表表２２２２　試験体の仕様と実験結果の一覧　試験体の仕様と実験結果の一覧　試験体の仕様と実験結果の一覧　試験体の仕様と実験結果の一覧
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